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調査の概要   
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●調査対象者 １８歳から７５歳までの男女 ２,０００人 

       （無作為抽出による） 

●実施時期  令和２年５月１８日～令和２年６月１８日 

●回答方法  郵送またはインターネット 

 

 【回答率】 

調査対象者数 有効回答数 有効回答率 

2,000 人 1,148 人 57.4％ 

（回答内訳：郵送回答 945 人 インターネット回答 203 人） 

 

 

 

●数値の基本的な取り扱いについて 

 ①比率はすべて百分率（％）で表し，小数点以下第２位を四捨五入して算出して

います。従って，合計が１００％を上下する場合は端数調整をしています。 

 ②基数となるべき実数は，“Ｎ＝〇〇”として掲載し，各比率はＮを１００％と

して算出しています。 

 ③文中，グラフ中の選択肢等の文言は一部簡略化している場合があります。 

  

  



 

回答者の属性 
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（1）性別 

N=1148 

 

（2）年齢 

N=1148 

 

(3)居住地区 

 N=1148 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



総社市への愛着度 
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 （4）総社市への愛着度                      N=1148 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度～令和 2 年度の比較】 

 

8 割が愛着を感じていた。 

8 割が愛着を感じていた。 

過去 2 年と比較すると，R２年度は，

「愛着を感じていない」の割合が減って

いる。 

 



総社市政への関心 
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（5）市政への関心                         N=1148 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度～令和 2 年度の比較】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７割が市政に関心を持っている。 

他方で，２割が関心を持っていない。 

H30・R1 年度は 6 割が市政に関心があったが，

R2 年度は７割に増えている。 



これからも総社市に住みたいか？ 
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(6)これからも総社市に住みたいか                  N=1148 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度～令和 2 年度の比較】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８割以上が住みたいと感じている。 

「住みたい」割合が H30・R1 年度と比べ，

増えている。また，「住みたくない」割合は

R1 年度と比べ，減っている。 



市政に市民の声が反映されているか？ 
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(7)市政に市民の声が反映されているか                N=1148 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度～令和 2 年度の比較】 

 

「反映されている」割合が H30・R1 年度と

比べ，増えており，約４割を占めている。 

約４割が「反映されている」と考えている一方

で，「どちらともいえない」「わからない」も同じ

割合を占めている。 
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総社市の現状と今後のまちづくり 



１）だれもが安心して住みたくなる総社  
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※（  ）内は，令和元年度の数値  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足度 3.6（3.5）  重要度 4.3（4.2） 

※前年比較により上昇は赤色，下降は緑色 

過去 2 年に比べ，R2 年度は全体的に満足度

が微増している。特に，社会保障が 0３ポイ

ント増加している。 

過去 2 年に比べ，R2 年度は「社会保障」

以外，全体的に重要度が微増している。 



１）だれもが安心して住みたくなる総社  
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子育てについて，満足度は前年

より微増している。重要度は全

て前年より 0.1 ポイント増加し

ている。 

⑤障がい者支援について満足度が

昨年度よりも 0.3 ポイント増加し

ている。 

③雪舟くんの利便性の重要度が

前年度より 0.1 ポイント減少し

ている。 



１）だれもが安心して住みたくなる総社  
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満足度について，どの項目も過去 2 年間より微増

している。特に，③防犯灯・街路灯の設置，④道

路整備，⑤生活道の改善に対する満足度が前年度

より 0.2 ポイント増加している。 

重要度について，④南北道の道路整備が

前年度より 0.2 ポイント増加している。 



１）だれもが安心して住みたくなる総社  
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①結婚を応援，②移住・定住を促進に対する満足度が

過去 2 年間と比較して 0.2 ポイント増加している。 

①災害に強いまちづくりの推進に対する重要度が

毎年徐々に高くなっている。 



２）だれもが安心して働きたくなる総社 
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  ※（  ）内は，令和元年度の数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足度 3.3（3.2）  重要度 4.1（4.0） 

※前年比較により上昇は赤色，下降は緑色 

過去 2 年に比べ，R2 年度は全体的に満足度

が微増している。 

過去 2 年と比べて，農林業，商工業・物流の重要

度は微増している。一方で，雇用の重要度は変わ

らない。 



２）だれもが安心して働きたくなる総社  
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どの項目も，満足度が前年度と比較して 0.1 ポイントずつ

増加している。重要度は，⑤ひきこもりの就労支援以外の

項目は，前年度より 0.1 ポイント上昇していた。 

 



２）だれもが安心して働きたくなる総社  
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全体的に満足度・重要度ともに過去 2 年よりも微増している。 

全体的に満足度・重要度ともに過去 2 年よりも微増している。 



3）だれもが安心して学びたくなる総社 
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※（  ）内は，令和元年度の数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足度 3.5（3.4）  重要度 4.2（4.1） 

※前年比較により上昇は赤色，下降は緑色 

過去 2 年に比べ，どの項目も毎年満足度が微

増している。 

過去 2 年に比べ，学校・幼児教育，家庭教育

が微増している。スポーツ・文化・生涯学習

は前年度から変わりがなかった。 



3）だれもが安心して学びたくなる総社 
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満足度について，⑤特区教育の推進以外は，

過去 2 年間から毎年 0.1 ポイントずつ増加し

ている。 

重要度は，どの項目も過去 2 年よりも微増し

ている。特に，②だれもが行きたくなる学校

づくり，⑤特区教育の推進は前年より 0.2 ポ

イント上昇している。 



3）だれもが安心して学びたくなる総社 
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①家庭教育，②ワンステップの拡充に対して，満足度

が過去 2 年と比較して増加している。 

重要度は，②ワンステップの拡充が過去 2 年から増加

していた。 

全体的に満足度・重要度ともに前年度と比較して微増している。 



４）だれもが安心して訪れたくなる総社 
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※（  ）内は，令和元年度の数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足度 3.4（3.2）  重要度 4.1（4.0） 

※前年比較により上昇は赤色，下降は緑色 

過去 2 年に比べ，R2 年度は全体的に満足度

が微増している。特に，自然・環境に対する 

満足度が 0.2 ポイント上昇している。 

過去 2 年に比べ，R2 年度は都市・社会基

盤，自然・環境の重要度が微増している。 

一方で，観光に対する重要度は変化なしで

あった。 



４）だれもが安心して訪れたくなる総社 
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②観光用の交通手段の整備．③観光客・訪問客の増加に向

けた取り組みは過去 2 年間と比較して満足度が微増であ

る。一方で，①吉備路マラソンの推進は，満足度・重要度

どちらも前年度から変化なしであった。 



４）だれもが安心して訪れたくなる総社 
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満足度は昨年度と変わりなかった。一方，重要度は前年より，

0.2 ポイント増加している。 

①「赤米」の日本遺産登録に向けた取り組み，②自然環境保全の

推進活動について，満足度・重要度どちらも過去 2 年間と比較し

て 0.1 ポイントずつ増加していた。 



５）だれもが安心して集いたくなる総社 
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（  ）内は，令和元年度の数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足度 3.3（3.2）  重要度 4.0（3.9） 
※前年比較により上昇は赤色，下降は緑色 

過去 2 年に比べ，R2 年度は全体的に満足度

が微増している。 

過去 2 年に比べ，R2 年度は全体的に重要度

が微増している。 



５）だれもが安心して集いたくなる総社 
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過去 2 年に比べ，R2 年度は全体的に満足度・重要度が微

増している。特に，①自由枠交付金制度など，独自性の

ある地域を創る取り組みの重要度は前年に比べて 0.3 ポ

イント上昇していた。 



５）だれもが安心して集いたくなる総社 
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②大学との連携についての満足度は，前年度と変化なしだが，重要度が

0.2 ポイント増加している。①広域連携，③地元金融機関との連携は

満足度・重要度ともに増加していた。 

満足度は，どの項目も前年よりも微増であった。重要度については，①行

財政改革や③職員の意識改革について，過去 2 年よりも高いポイント数値

であった。 
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総社市の現状と今後のまちづくり 

【復興計画分】 

※令和元年度調査より，アンケート項目を追加 
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1）だれもが安心して住みたくなる総社 

2）だれもが安心して働きたくなる総社 

３）だれもが安心して学びたくなる総社 

前年に比べ，R2 年度は全体的に満足度が増加している。特に，災害に強い社会基

盤の整備について，0.4 ポイント上昇している。一方で，重要度は変わらない。 

前年に比べ，R2 年度は満足度が 0.2 ポイントずつ増加し

ている。重要度は商工業の振興が微増している。 

前年に比べ，R2 年度は満足度が 0.3 ポイント増加

している。重要度は変わらない。 
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4）だれもが安心して訪れたくなる総社 

5）だれもが安心して集いたくなる総社 

前年に比べ，R2 年度はどちらの項目も満足度が微増して

いる。一方で，重要度はどちらも項目も変わらない。 

前年に比べ，R2 年度は満足度・重要度ともに微増している。 
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◇アンケート調査のお願い 
 

現在の総社市が行っている政策等に関する重要なアンケートです。 

ご協力をよろしくお願いします。（所要時間：約５分） 
 

 
【ご記入にあたってのお願い】 
１．回答はできるだけ、アンケート調査をお願いしたご本人（封筒の宛名となっている方）

がご記入ください。なお事情によりご本人が回答できない場合は、ご家族の方がお答えい

ただいても結構です。 

２. アンケート調査票・返信用封筒に、お名前やご住所を記入していただく必要はありません。 

３. お答えは、設問ごとに（１つに○印）、（２つまで○印）などそれぞれ指定されています

ので、お間違えのないようお願いします。 

○印は、番号を囲むように濃くつけて下さい。（例：➀） 

４. ご記入は、えんぴつ、シャープペン、ボールペンなどで、濃く記入して下さい。 

５. ご記入いただいた調査票は、６月１８日（木）までに 同封の返信用封筒

に入れてポストに投函して下さい。（切手は不要です。） 

６. このアンケートはインターネットでも回答できます。 

市ホームページ（http://www.city.soja.okayama.jp）のトップページの「市民アンケー 

ト」のバナーをクリック。または下記の QR コードをご利用ください。 

アンケートの「整理番号」に「1001」を入力の上，６月１８日（木） 

までにご回答ください。 
７. 第２次総社市総合計画は、市ホームページに掲載しています。トップページ上部の「市

政情報」→ページ中段「計画」→「総合計画」をクリック。ホームページをご利用にな

れない方は、総社市役所政策調整課にて閲覧できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＱＲコード（スマホ用） 

 

 

 

参考 

【お問い合わせ先】 

総社市 総合政策部 政策調整課  

電話９２-８２１３ ＦＡＸ９３-９４７９ 

E-mail seisaku@city.soja.okayama.jp 

 

http://www.city.soja.okayama.jp）の
http://www.city.soja.okayama.jp）に掲載してい
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 あなたご自身のことについて，おたずねします。  

問１ あなたご自身について、それぞれの項目ごとにあてはまる番号を選んで１つ

に○印をつけて下さい。 

（１）あなたの性別 １．男性 ２．女性  

（２）あなたの年齢 

１．10 歳代 

４．40 歳代 

７．70 歳以上 

２．20 歳代 

５．50 歳代 

 

３．30 歳代 

６．60 歳代 

 

（３）あなたの職業 

（※主たるもの） 

１．農林業 

４．会社員 

７．家事従事 

10．その他（     ） 

２．商工業 

５．公務員・教員 

８．学生 

 

３．自営業・自由業 

６．ﾊﾟｰﾄﾀｲﾏｰ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 

９．無職 

 

（４）あなたの 

就学先・勤務先 

１．総社市内 

４．その他県内 

２．岡山市 

５．県外 

３．倉敷市 

６．就学・勤務していない 

（５）通勤・通学す

る時の主な交

通手段 

１．徒歩のみ 

４．鉄道 

７．自家用車と鉄道 

２．自転車・バイク 

５．自転車・バイクと鉄道 

８．自家用車のみ 

３．バス 

６．バスと鉄道 

９．その他

（      ） 

（６）あなたの居住年数 

（※通算年数） 
１．３年未満 ２．３年以上１０年未満 ３．１０年以上 

（７）家族構成 
１．単身世帯（ひとり暮らし） 

４．三世代同居（親と子と孫） 

２．夫婦のみ 

５．その他（      ） 

３．二世代同居（親と子） 

 

（８）あなたの 

居住地区 

１．総社小学校区 

４．常盤小学校区 

７．池田小学校区 

10．総社西小学校区 

13．維新小学校区 

２．総社中央小学校区 

５．総社東小学校区 

８．秦小学校区 

11．新本小学校区 

14．山手小学校区 

３．総社北小学校区 

６．阿曽小学校区 

９．神在小学校区 

12．昭和小学校区 

15．清音小学校区 

問２ あなたは、総社市に対して「自分のまち」としての愛着をどの程度感じていま

すか。（１つに○印） 

１．とても愛着を感じている 

２．どちらかというと愛着を感じている 

３．どちらともいえない 

４．あまり愛着を感じていない 

５．愛着を感じていない 

その理由 

 

 

 

 

問３ あなたは、これからも総社市に住み

たいと思いますか。（１つに○印） 

１．住みたい 

２．どちらかといえば住みたい 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえば住みたくない 

５．住みたくない（できれば市外へ引越したい） 

その理由 
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問４ あなたは、市政に関心がありますか？（１つに○印） 

１．おおいに関心がある 

３．あまり関心がない 

５．わからない 

２．まあまあ関心がある 

４．まったく関心がない 

 

 

問５ 現在、生活に必要な地域の情報を何で知りますか？（２つに○印） 

１．広報そうじゃ 

３．ケーブルテレビ 

５．友人・知人の話から 

７．公共施設などの窓口に置いてあるチラシやポスター 

９．市公式ツイッター、フェイスブック、ライ

ン 

11．その他（          ） 

２．総社市ホームページ 

４．新聞、テレビの地域ニュース 

６．自治会などの回覧板 

８．総社市メールマガジン 

10．ガラス張り公開市長室等の懇談会

や説明会 

 

問６ あなたは、市政に市民の意見が反映されていると思いますか？（１つに○印） 

１．よく反映されている 

３．どちらともいえない 

５．まったく反映されていない 

２．どちらかといえば反映されている 

４．あまり反映されていない 

６．わからない 

 

 総社市の各分野の施策等について，おたずねします。  

問７ 総社市の現在の状況と今後のまちづくりにおける各分野の施策等の満足度と

重要度についておたずねします。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）満足度，（２）重要度について、 

それぞれの項目ごとに１つずつ 

数字を選び，○印をつけてください。 

15 4 3 2
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次のページからは任意回答です。可能であれば，ご協力をお願いします。 
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ご協力ありがとうございました。 
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◇復興計画にかかるアンケート調査のお願い

※総社市では，第２次総合計画の重点推進施策に「平成30年7月豪雨災害からの復興事業」を追加し，
　復興増補版の策定準備を進め，復興を最優先にまちづくりを行っていくこととしております。
　以下の設問は復興計画に基づく事業の満足度，及び重要度をお尋ねする項目です。
　総社市の一日も早い復興のために頑張ってまいりますので，重ね重ね恐れ入りますが
　併せてご回答いただきますようお願いいたします。

１）だれもが安心して住みたくなる総社

２）だれもが安心して働きたくなる総社

　（１）満足度 　（２）重要度

総社市の今の状況について
どう思いますか

今後のまちづくりにおける
重要度についてどう思いま
すか。

5 4 3 2 1 5

や
や
重
要
で
あ
る

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り
重
要
で
な
い

重
要
で
な
い

満足度 重要度

4 3 2 1

満
足
し
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足
し
て
い
る

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

不
満
で
あ
る

不
満
で
あ
る

重
要
で
あ
る

　　住宅・生活基盤　総社に住み続けたくなる

災害に強い社会基盤の整備
　・河川やため池における土砂の浚渫，樹木伐採，堤防強化
　・内水氾濫を防ぐための対策強化
　・緊急車両が通行可能な道路の整備
　・適切な森林の整備，保全

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

　　移住・定住促進　魅力ある総社に住んでもらう

人口の上昇
   ・グランドデザイン改革の推進による新たなまちづくり
　・「定住促進助成金制度」等による被災地への支援拡大
　・「雪舟くん」の充実等による交通利便性の向上
　・空き家リフォームの助成等による空き家の利活用促進
　・外国人が安心して暮らせるまちづくり
　・移住者や若者が集える場の確保
　・多世代交流ができる居場所づくり

5 4 3 2 1

　　防災・消防　総社を大地震時の支援拠点にする

災害をしなやかに受け止める体制の整備
　・災害に強い情報収集・伝達力の向上
　・防災拠点の整備
　・避難所の見直し

5 4 3 2 1

4 3

5 4 3 2 1

満足度 重要度

　　農林業　総社の農業を元気にする

農業振興（経済の上昇）
　・被災地ブランド米の創出と復興ＰＲ活動の展開
　・被災した農地の土壌改良による生産性の向上
　・農地の集約化，効率化
　・新規就農者など農業の担い手確保
　・休耕田を生かした収益性の高い作物への転換

5 4 3 2 1

4 3 2 1

　　商工業・物流　総社の企業・起業を応援する

商工業振興（経済の上昇）
　・地域特性を生かした企業誘致・立地
　・雇用機会の創出と人材の確保
　・被災した事業者への支援

5 4 3 2 1 5

2 15 4 3 2 1 5
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３）だれもが安心して学びたくなる総社

４）だれもが安心して訪れたくなる総社

５）だれもが安心して集いたくなる総社

4 3 2 1

　　市民参加　市民と共に総社を創る

被災者に寄り添う支援
　・復興住宅の整備等住まいの確保への継続的な支援
　・見守り活動の継続的な実施
　・定期的な地域イベントの実施
　・税の軽減等，被災者に寄り添う支援
　・復旧・復興に関する情報の定期的な提供

5 4 3 2 1 5

5 4 3 2 1

満足度 重要度

2 1

創造的なまちの復興
　・美袋駅前への商業施設誘致等による地域活性化
　・特産品や観光資源の開発・掘り起こしによる地域活性化

5 4 3 2 1

2 1 5 4 3

満足度 重要度

　　観光　総社の魅力を発信する

観光振興（経済の上昇）
　・日本遺産を活かした観光客の集客
　・観光振興に向けた交通利便性の向上
　・総社流の災害対応力の発信
　・「そうじゃ吉備路マラソン」などの地域イベントを
       通じた復興ＰＲ活動の展開

5 4 3

2 1 5 4 3

重
要
で
な
い

満足度 重要度

　　スポーツ・文化・生涯学習　総社で生涯学び，スポーツをする

災害をしなやかに受け止める体制の整備
　・ハザードマップの抜本的な見直し及び周知徹底
　・災害を風化させないための取組
　・自主防災組織の設立促進と組織強化支援
　・要配慮者の避難支援体制の明確化
　・実践的な防災訓練の実施
　・中高生等の若者と連携した防災力強化
　・地域防災リーダーの育成や防災講演会等の開催
　・広報紙や市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等を活用した定期的な防災意識の
       啓発

5 4 3 2 1

満
足
し
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足
し
て
い
る

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

不
満
で
あ
る

不
満
で
あ
る

重
要
で
あ
る

や
や
重
要
で
あ
る

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り
重
要
で
な
い

総社市の今の状況について
どう思いますか

今後のまちづくりにおける
重要度についてどう思いま
すか。

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

　（１）満足度 　（２）重要度

ご協力ありがとうございました。



 

 

 


